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現在、様々な e ラーニングシステムが研究され、実際に利用されている。しかし、その完了率は平均約
30%と言われている。その原因の一つとして、学習を進めていく過程での行き詰まりから学習意欲を失っ
てしまうことが考えられる。本研究では、学習者の競争により学習意欲を向上させるための e ラーニング
システムを提案する。提案システムは３つのサブシステムから構成される e ラーニングシステムを提案す
る。本システムの性能を評価するため、学習者に実際に使用してもらい評価実験を行ったので報告する。

将来の研究では幾つかの新しい機能を実装し、全体的なシステムの評価を行う予定である。 
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Many e-learning systems are proposed and used practically, but the e-learning 
completion rate is about 30 percents. One of the reasons is the low study desire when 
the learner studies the learning materials. To deal with this problem, we propose an 
e-learning system, which includes three parts: the learning system, learner support 
system and teacher support system. In this paper, we give some investigation results of 
the proposed system. In the future work, we would like to add other functions to 
improve more the system performance. 
 
 
１ はじめに 
インターネットの普及に伴い、ネットワー

クを教育分野に利用する動きが盛んになって

いる。Webブラウザを利用する eラーニング
システム[1]～[12]は、学習者を時間的、空間
的に拘束することがないので、学習者のペー

スで学習を進めることができるという利点が

ある。このように eラーニングシステムには
数多くの利点があるが、eラーニングコース
の完了率は平均約 30%といわれていて、一般

的に低いのが現状である[３]。その原因として、
様々なものが考えられるが、その中のひとつ

として、学習を進めていく過程での行き詰ま

りから学習意欲を失ってしまうということが

挙げられる。eラーニングコースを完了する
には何より学習意欲を最後まで保持すること

が不可欠である。また、現在利用されている

eラーニングシステムは「教師-学習者」間の
コミュニケーションが前提になっている。こ

の他に生徒同士での教え合いも可能になると、
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図１：本システム 
 

コミュニケーションの幅が広がり、学習者

が行き詰まりを解決できる可能性が高まると

考えられる。加えて現在利用されている e ラ
ーニングシステムは、学習者が場所を問わず

自分のペースで学習を進められるといった e
ラーニングの利点を生かしきれていない。 
そこで本稿では、いつでもリアルタイムな

幅の広いコミュニケーション機能を盛り込ん

だ、学習意欲を向上させる刺激的な e ラーニ
ングシステムを提案する。 
 
２ システムの構成 
本システム（図１）は、ページ出力には JSP、
システムロジック部分には JAVA、JAVA 
Servlet を、データベースには Postgresql を
用いて開発した。学習用教材として Java プ
ログラミング入門[13]をテーマにしている。
本システムは、以下の 3 つのサブシステムか
ら構成されている。 
● 学習システム 
● 学習者支援システム 
● 教師用システム 

「学習システム」は、学習者が学習を進めて

いくシステムである。ここには、教材テキス

ト、演習問題のほか、直接的に学習意欲を引

き出す機能が実装されている。 
「学習者支援システム」は、学習者が学習途

中で行き詰った場合に利用し、解決するため

のシステムである。ここには、教え合いを行

う為の対話的な機能などが実装されている。

最後の「教師用システム」は、「教師」として

ログインしている利用者が、学習者の学習状

況を常時監視し、行き詰まり学習者を救出す

るためのシステムである。 
本システムでは、誰もが「学習者」として

学習できることと同様に、その分野に自信が

図２：システム構成図 
 

ある利用者であれば誰でも「教師」として

登録し、学習者を救出することに専念するこ

とも可能である。 
システムの構成を図で表したのが、図２で

ある。この図でシステムの流れを説明する。

まず「学習者」は学習システムで学習する。

「教師」はその学習状況を常に監視する。「学

習者」が行き詰った場合に学習者支援システ

ムに来る。学習者支援システムでは様々なコ

ンテンツが用意されていて、その中で

Windows Messenger によるリアルタイムな
教え合いを学習者が望んだ場合、システムが

「教えられるメンバ」をマッチングする。そ

して表示されるメールアドレスを利用して教

え合いを行う。行き詰まりを解消した学習者

は学習システムに戻り、再び学習を行う。 
 
２．１ 学習システム 
ここからは各サブシステムについて詳しく

説明していく。学習システム（図３）におけ

る学習の流れを図４に示す。まず始めに学習

者は、ログイン名を取得しシステムにログイ

ンする。次に、教材テキストを読み進め、理

解できたら演習問題を解く。その採点結果が

表示され、得点によるランキングが表示され

る。次に学習すべき項目の中から学習項目を

決定する。そして学習を繰り返す。教材テキ

ストを読み進めていく段階において、行き詰

ったら「学習者支援システム」に移動し、解

消したら学習を再開する流れになる。 
 
２．２  教師用システム 
 本システムのサブシステムの二つ目である、

「教師用システム」について説明する。この 
システムでは、｢教師｣として登録した利用者 
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図３：学習システム 

 

図４：学習プロセス 
 
（インターネット上での利用を想定している

ので教材に関する専門家が多数登録している

ものとする）がログインすることで、現在「学

習システム」を利用している学習者の学習状

況をリアルタイムに監視することができる。

ただし、「教師」として登録する際にプログラ

ム歴、資格の取得状況などのアンケートを実

施し、教えられる能力のない利用者がむやみ

に登録出来てしまうことを防ぐようにしてい

る。「教師」が監視できる項目は、 
● 現在オンラインであるか 
● 現在の学習項目 
● 学習者支援システムにいるか（行き

詰っているか） 
● 学習者支援システムの FAQ 
● 学習者支援システムの掲示板 

 で、学習者支援システムにいる学習者を発

見した場合は、表示されている学習者のメー

ルアドレスを利用して Windows Messenger
でコミュニケーションすることが出来る。教

師用システムのメイン画面を図５に示す。こ

のページは、フレームで縦に 2 分割されてお
り、左側のフレームには、現在登録されてい

る学習者のリストがテーブルで表示される。

それぞれの学習者の 
● 現在オンラインであるか 
● 現在の学習子目 
● 学習者支援システムにいるか（行き

詰っているか） 
 がリアルタイムで一定時間おきに更新され

るようになっている。もし、新規に学習者の

登録もしくは削除があった場合にも動的に反

映されるようになっている。さらにそのテー

ブル内の学習者のログイン名をクリックする

ことで、その学習者の詳細情報がメインフレ

ームに表示される。表示される内容は、 
● ログイン名 
● 氏名、フリガナ 
● メールアドレス 
● 現在の状態（「項目１を学習中に支援

システムに来ている」など） 
● 学習履歴 

 となっていて、行き詰っている学習者を発

見した場合は、Windows Messenger、eメー
ルで呼びかけることが可能になっている。な

お、ここに表示されるメールアドレスは、

Windows Messenger を利用するときのメン
バ名に対応しているので、これを用いてビデ

オチャット、音声チャット、ホワイトボード

などの機能を利用してアドバイスすることが

可能となる。また、学習者支援システムの

「FAQ」、「掲示板」へのリンクも張られてい
るのでそちらを参照することもできる。「掲示

板」に関しては、書き込まれる学習者の質問

に対して回答を書き込むことも可能である。 
 
２．３  学習者支援システム 
 学習者支援システムは、学習を進めている

学習者が行き詰った場合に来て、解決するた

めのシステムである。コンテンツは、 
● FAQ 
● 掲示板 
● 通信可能者リスト 

 

 
図５：教師用システム 
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図６：学習者支援システム 
 
が用意されている。ここに来た学習者は、ま

ず「FAQ」で分からない内容が、過去に質問
された内容の中にないか探す。なかった場合

は、「掲示板」に書き込み返答を待つ。今すぐ

リアルタイムな教え合いを希望する場合は、

「通信可能者リスト」にいく。そしてシステ

ムがマッチングする。教えられる可能性が高

いメンバの中から選び出し、Windows 
Messengerで通信し、質問する。ここで、マ
ッチングされるメンバは、教師はもちろん、

その項目の演習問題を過去にパスしている学

習者も選ばれるので、学習者同士の教え合い

も可能になっている。 
 図６が学習者支援システムのメインページ

である。先ほど説明したコンテンツの他に、

Windows Messenger のダウンロードから通
信する方法までのコンテンツも置き、初めて

の人でも迷わないようになっている。 
 
２．４  対話的な機能 
 本システムでは、以下の 3 種類のコミュニ
ケーション形態が利用可能である。 
● 学習者同士の教え合い 
● 学習者が教師に呼びかける。（質問） 
● 教師から学習者に呼びかける 

これらは、すべて同期式の双方向コミュニケ

ーションであるが、Windows Messengerを用
いず、電子メールを利用することで非同期式

の双方向コミュニケーションも可能となって

いる。このように自由なコミュニケーション

が可能というのも本システムの特徴である。 
 
 
３ 評価実験 
 この章は、２章で提案したシステムについ

て行った評価実験の方法、結果と、その考察

について述べる。 
 

表１：アンケートの項目 

 
 

表２：アンケート結果 

 
 

表３：アンケート結果（意見） 

 
 

３．１ 実験結果 
 本システムの性能を評価するため、実際に

10 名の学習者にシステムを利用してもらい、
学習終了後にアンケートを実施した。この教

材テーマに詳しい人を教師役として、学習者

の状況を監視し、学習者支援システムに来た

場合には行き詰まり学習者の救出も行った。

本システムの特徴である、学習意欲を引き出

す機能と対話的な機能を評価するのが主な目

的である。 
 
３．２ 実験結果 
 アンケートの項目は表１、結果は表２、３

の通りである。アンケートの項目は Q１～Q
４までは 5 段階の評価で回答してもらい、数
値が大きいほどよい評価となっている。Q５
は文章で自由に記入してもらう形式になって

いる。 
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４ 考察 
 以上のアンケート結果の平均値より、効果

的である機能は、 
● 学習履歴表示 
● ランキング表示 
● FAQ 
● 掲示板 
● 通信可能者リスト 
● 教師に Windows Messenger で教え
てもらう 
● Windows Messenger による学習者
同士の教え合い 

という結果となった。逆に効果が薄い機能は、 
● インタフェースカラーの変更 
● 褒める励ます機能 

という結果となった。Q5 の学習者 A の意見
にもあるように、インタフェースカラーの変

更は、低い評価が多い中でも 3～4を付けてい
た学習者もいることから、色やデザインは学

習者個人の好みに関わるため、ばらつきが生

じたと考えられる。 
 一方、本システムの特徴である対話的な機

能の部分は、どれも評価が高く、行き詰まり

学習者の救出に本システムが効果的であるこ

とが示された。「FAQ」、「掲示板」に比べ、
Windows Messenger を用いた教え合いの部
分の評価が若干高いのは、やはり、分からな

い部分をすぐにリアルタイムに解決できると

いうことが行き詰まり学習者にとって効果的

なようである。さらに、Windows Messenger
の中で、教師とのコミュニケーションよりも

学習者同士の教え合いの方が若干高い評価を

得ることができた。これより、本システムで

新しく提案した学習者同士の教え合いの機能

が、学習者にとって有効であると実証された。 

Q5 の意見の中に、「次の学習項目の選択は、
ある程度力がついてから項目を選択できるよ

うにすべき」という意見があったことから、

能動的な学習形態が全ての学習者にとって学

習意欲につながるものではないことが分かっ

た。学習項目を見直し選択候補の出し方を工

夫することで、より学習者が戸惑わないシス

テム作りを心がけていきたいと思う。 
 
 
５ 評価と今後の課題 
 本論文では、行き詰まり学習者を救出し e
ラーニングシステムによる学習のコース完了

率を高めるために、直接的に学習意欲を引き

出す機能、対話的システムによる行き詰まり

学習者の支援での間接的な学習意欲の保持に

ついて述べた。 
 評価実験の結果、学習者の支援を行う対話

的な機能に関しては、すべての機能において

高い評価を得ることができた。また、直接的

に学習意欲を引き出す機能においては、学習

履歴表示機能とランキング表示機能で高い評

価を得ることができた。 
 総合的に見ると、アンケート項目 Q４の「総
合的に見てこのシステムは効果的だと思いま

すか？」の評価も高かったことから、本シス

テムは行き詰まり学習者の救出にとって有効

であるといえる。 
 しかし、直接的に学習意欲を引き出す機能

の評価が低かった「インターフェースカラー

の変更」、「褒める励ます機能」においては、

まだ改良の余地がある。｢インターフェースカ

ラーの変更｣は、もっと色数やデザインパター

ン数を増やすなどの改良点が考えられ、「ほめ

る励ます機能」においては、キャラクタを導

入し、より細かな状況でコメントを表示する

などの改良点が考えられる。 
また、教師から教えてもらう前後で、テス

トの点数がどう変化するかをみることで客観

的にその教師との相性を知ることができる。

ここでの相性は教授方法の相性の意味である。

一方、性格の相性もユーザー登録時にアンケ

ートを行うことで選出の要素に加えることが

できる。教え始めから教え終わりまでの時間、

教授方法の相性、性格の相性の三つの要素を

統合し各ユーザーの適正度を算出する。そし

て、適正度の高い者からソートすることで速

やかで効率的な選択を行うことが可能となる。 
次に、学習意欲を引き出す機能の向上につ

いて考える。学習者に直接作用する機能と、

教師のやる気を引き出すことでサービスの品

質を向上させ、学習者の学習意欲を向上させ

る間接的な機能がある。前者の機能として、

Windows Messenger によるテキストベース
のコミュニケーションに加えて、ライブビデ

オによるコミュニケーションをサポートする

予定である。特に現在までに開発されている

システムがWWWベースの eラーニングシス
テムであることから、WWW上からライブビ
デオの送受信ができるようにシステムを拡張

していく予定である。間接的な機能としては、

教師の適格性判断する機能がある。これは教

師に登録する際にテストを行うことで、教師

になる者を判別し教師の質を安定させる効果

がある。また、教師が教えた学習者をカウン
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トし過去に教えた回数、教えた学習者の数を

教師に見せることや、この記録や学習選出の

際に使った各要素を使って、教師のランキン

グを用意することで教師のやる気を引き出す。 
● セキュリティ機能の実装 
● システムの効率化 
● インターネット上にある外部の教材

を読み込んで利用できるシステムの

開発 
● 別のユーザーと問題が起きた場合に

そのユーザーとの接触を切る機能の

実装 
これらの点も改良し、より学習意欲を引き

出せる e ラーニングシステムの構築を目指す
のが今後の課題である。 
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